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久しぶりの式根島・新島

伊藤 康江

何時もはほぼ歩きなのに、今回は車での移動でした、これも参加者の高齢化の影響かど

うか。めまぐるしく変わる渋谷や新宿の街の様相に困惑している昨今ですが、式根島、新島

も又しかりです。

まず、往きの客船サルビア丸は 2等でも大部屋ではなく、一部屋 4人、各人寝台でした。

宿泊した民宿が池松さんから、大沼さんに変わりました。地鉱温泉は途中の通路がきれい

に整備されていました (何 しろ夏ではない 3月、湯から出ると冷たい風が吹き寒いのなん

のって)。  庭の草刈りをしたことがある“のぞみ文庫 “に入らせて頂きました。雨戸の締ま

った建物はなんだか寂しいものです。それでも庭のスイセンの花は綺麗に咲いていました。

気になつていたミサイル発射試験場

前に行った時は海岸周辺と教会だけでしたが、海岸には津波避難タワーが立っています。

車でぐるぐる回っている内に、密かに頭にありながら口にはしなかったミサイル試験所を

通ることができました。平屋建てで、周りは緑もなく「こんなところがミサイルの試験所 ?」

という感じです。

浜の湯露天風呂で、中高年と思われる男性に聞いてみました。「ミサイル試験所はいつで

きたの、どんな試験をしているのですか」と。「そうだなあ 30年以上前かな、年一回、10月

に飛ばしているよ」と。 地元の人とは言えそんなものでしょう。

雑報で厚正さんが建設反対運動に参加したと書かれていたのを読みました。大学生だ

ったとか、ネットでみると1959年 (昭和 34年)から計画が始まり、1962年完成 (昭和 3

7年)と あります。それは私が高校を卒業した年、確かに厚正さんは大学生だ !妙に納得し

ました。新島村のホームページの「議会だより」には、2022年 1月 に 100歳を迎えられた

当時の村長さんの 100歳インタビューに、建設に村民の多くが反対するなど賛否に分かれ

たとあります。

自衛隊の唯―の国内ミサイル試射場なのに報道もされず、みんな知りませんよね、ミサ

イル発射試験は北朝鮮だけではないのです。

島のあちこちにモヤイ像を見ました。渋谷駅のモヤイ像は新島から送られたのだそうで

す、そういわれれば書いてあるのを見たような気がします。すっかり忘れていました。

初めての漁船

式根島から新島へ連絡船「にしき」が修理中とかで、帰りは漁船に乗りました。連絡船

とは違いスロープがない、戸惑っていると上から手が差し伸べられ引っ張り上げてもらう

始末でした。でも船底からの響きがお尻に伝わりとてもいい経験でした。

この度は計画をはじめ運転手さんにご苦労をかけましたかけ、感謝です。でも計画にあ

った 120ccの バイクに二人乗り、さながらローマの休日のごとぐグレゴリーペツクは

役不足としても私がオードリーヘツプバーンになれなかったのが唯一の心残りです。
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